
11月8日（土）～ 12月6日（土） 満月セレクト
－ 今回のセレクター ご紹介 －

大学卒業後、大手レコードショップのジャズ・カウンターで3年間勤務。その後、ラジオ番組制作会社へ転職、
現在フリーランスで、都内FM、AM、CS局を中心に番組を制作、プロデュース、イベント、店舗BGM等の
選曲を担当。歌謡曲、J-POPから洋楽全般、映画音楽、ジャズ、ワールド・ミュージック、現代音楽、落語、
効果音など、メジャーからマイナーまで、音楽というよりも「音」に関するあらゆるジャンルの選曲、制作、
プロデュースを行う。

土屋 光弘

1.

RHYE / Woman  （UNIVERSAL / UICP-1156）
カナダ出身のヴォーカリスト、マイク・ミロシュとデンマーク出身のロビン・ハンニバルのデュオ・ユニット、RHYE（ライ）。

2012年にリリースしたデビュー作「Woman」は「21世紀のシャーデー」と世界中で絶賛されました。女性のような透明感の

あるミロシュのヴォーカルとエレガントなロビンの演奏は、まるで「架空の恋愛映画」のサウンドトラックような世界です。

2.

Agnes Obel / Aventine  （PLAY IT AGAIN SAM / PAISR195CDX）
デンマーク出身のシンガーソングライター、アグネス・オベル。彼女の奏でる印象的なピアノと弦楽器を中心にしたミステリ

アスなサウンドで、欧州を中心に近年最も注目を集めているアーティストの一人です。「Aventine」は2013年にリリースされた

セカンド・アルバム。アルバム全体に欧州の秋の香りが漂います。

3.

Francoise Hardy / La Question  （VIRGIN / 7243 8 40641 2 9）
フランソワーズ・アルディはフランスを代表するシンガーソングライター、女優。1960年代前半から数多くのアルバムを
リリースしていますが、今回は晩秋にぴったりの1971年の名作「La Question」をご紹介します。邦題は「私の詩集」。
ブラジル人ギタリスト、トゥーカとコラボレーションしたこのアルバムは、シンプルなギターをバックに女性の持つ力強さを
歌っています。松任谷由実さんなど、日本でも多くのアーティストたちから尊敬されているシンガーです。

4.

Nolwenn Leroy / Nolwenn  （DECCA / B0016668-02）
ノルウェン・ルロワはフランス北西部、ブルターニュ地方出身でフランスにおけるケルト文化をルーツに持つブルトン人の

シンガーソングライター。2012年にリリースされた「Nolwenn」では「スカボロ・フェア」「グリーンスリーヴス」など、アイリッ

シュの名曲を取り上げ、英語とブルリン語で歌われています。森と草原を感じるアルバム。

5.

Ana Alcaide / La Cantiga Del Fuego  （ARC MUSIC / EUCD-2417）
スウェーデンの伝統楽器ニッケルハルパを演奏するスペイン人シンガーソングライター、アナ・アルカイデ。ニッケルハルパは

弓で弾く大きなバイオリンのような形をしていますが、フレットのかわりに鍵盤がついている楽器。民族的なメロディに北欧と

スペインの音楽が融合した現代的で気品のあるサウンドで、聴く者を異国の世界へ誘います。

今回のセレクトCD

Music Selector : 土屋 光弘 （ラジオ番組制作ディレクター、プロデューサー、選曲家）


